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する LRTシステムの導入経緯と都市景観の特徴などについて述べている。  
第 5 章では，都市景観イメージ評価に用いた SD 法（Semantic Differential）と，
得られたデータの多変量解析方法である因子分析について解釈する。 








































市，広島市，熊本市が各 40 枚で，合計 168 枚である。これらのサンプルを，液晶プロジェクターを用い
て大型スクリーンに投影する。投影された映像を観測し，感じた印象を SD 法によるイメージ評価により，
測定する。SD法の評価項目については，予備実験並びに既往研究をもとに選定している。 
なお，実験は暗室にて行い，被験者は若年者 25名（男性 19名，女性 6名）である。 
第 7章では実験結果について述べている。 
まず SD 法による結果について，札幌市，富山市，広島市，熊本市の順で述べている。さらに都市毎で
特に特徴的なサンプルについて，その特徴傾向を明らかにしている。 
次いで因子分析を行い，「評価性」「活動性」「整然性」の３因子が得られたことを明らかにしている。
またどの都市においても評価性は夜景でスコアが高くなること，活動性は商業業務景観で高い傾向がある
ことなどを明らかにしている。またクラスター分析結果と併せて，因子分析結果の信頼性を確認している。 
第８章で本論文の考察と検討を行い，歴史的景観では評価性と整然性が高いこと，商業業務景観では活
動性が高いこと，また夜景の評価が昼景の評価を上回ることなどを明らかにしている。 
第９章で結論として，まとめと今後の展望について述べている。 
以上の内容について審査した結果，当審査委員会は本論文が博士学位論文としてふさわしいものである
と判定した。 
 
